
 

数学科学習指導案 

 

 

                                      
１ 単元名   
    Youは図形の面積スキャナー (３年 二次方程式の利用) 
２ 単元の目標（ア:数学への関心・意欲・態度イ:数学的な見方や考え方ウ:数学的な技能エ:数量や図形などについての知識・理解） 

ア【数学への関心・意欲・態度】 
様々な事象に潜む数理をとらえ，数学的に考えていくことに関心をもち，二次方程式を活用して問題を

解決していこうとする。 
イ【数学的な見方や考え方】 
   数学の事象に潜む数量関係を論理的に考察し，問題に即して解釈して答えを求めたり，習得した知識及

び技能を活用して，発展させた事象についても思考・判断し，数理を基に解決したりすることができる。 
ウ【数学的な技能】 
   問題から等しい数量関係に着目して方程式をつくり，目的に応じた式変形をしたり，方程式を解くため

手順に従ったりして，答えを求めることができる。 
エ【数量や図形などについての知識・理解】 
   問題文の図形の面積や長さについて等しい数量関係を見出し，文字を用いて方程式をつくったり，求め

た解から答えを導いたりするための過程を理解することができる。 
３ 単元展開（全２時間） 

学習活動 時間 

正方形内部にある四角形の一辺の長さをどのように求めるか考える場面で，問題文の仮定をも 
とに，内部に作られる四角形が正方形であることを見いだしたり，図形において等しくなる数量
関係に着目したりすることを通して，二次方程式を用いて解くことができる。 

１ 

正方形の辺上にある３点を結んでつくられる三角形の面積をどのように求めたらよいか考える
場面で，辺上を移動する２点と三角形の面積の変化の様子をとらえたり，出発してからの時間を
ｘ秒としたときに，正方形と正方形の内部にできる複数の三角形についての数量関係に着目した
りすることを通して，二次方程式を立式して解くことができる。【本時】 

１ 
(本時) 

４ 本時の主眼 
       正方形の異なる辺上にある３点を結んでつくられる三角形の面積をどのように求めたらよいか考える場面で，

GeoGebraを用いて辺上を移動する２点と三角形の面積の変化の様子をとらえたり，出発してからの時間をｘ秒
としたときに，正方形と内部にできる三角形についての数量関係に着目したりすることを通して，求めたい三角
形の数量を他の三角形の数量に注目して表現し，解決することができる。 

５ 本時の位置（全２時間扱い中 第２時） 
＜前時＞複数の図形で等しくなる数量関係に着目して，二次方程式をつくり，解を求めることができた。 

６ 指導上の留意点 
 ・GeoGebraを用い，毎秒移動する２点と三角形の面積の変化の仕方を理解することができるようにする。 

７ 展 開 

過程 学習活動 予想される生徒の反応や意識（◎） 教師の支援（・）と 評価 時間 

導 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入 

１ 本時の学習問題

を考える。 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎求めたいものは△PQD が74𝑐𝑚2になるとき

の時間だよね。 

◎求めたいものは文字で置きたいよね。 

◎△PQDの面積が与えられているね。 

◎面積に注目すれば方程式をたてることがで

きそうだ。 

◎文字を使って△PQD は表すことができない

かな。 

 

 

   

 

 

 

・求めたいものは何か尋ねることで，時間を文

字において，方程式が利用できないか，想起

することができるようにする。 

・問題文の中で等しい数量関係は何か尋ねるこ

とで，△PQD の面積が74𝑐𝑚2になることを

理解し，△PQD に着目して考えていけばよ

いと見通しをもつことができるようにする。 
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授業日時   令和元年９月17日 (火) 第１校時 
授業学級   ３年Ｄ組  男子 20名 女子 20名 計 40名 
授業会場       ３年Ｄ組（406）教室 
授 業 者                 
指導教員            
指導者              

〈学習問題〉 

１辺が14cmの正方形ABCDで，点Pは辺AB上をAからBまで，点

Qは辺BC上をBからCまで，どちらも毎秒１cmの速さで動く。点P，

QがそれぞれA，Bを同時に出発するとき，△PQDの面積が74cm2に

なるのは，出発してから何秒後か求めなさい。  



 

導 
     

 
 
 
 
 
 
       

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学習課題を設定す

る。【全体】   

◎点Pと点Qが動くことで△PQDの面積は変

化しているね。 

◎時間がたっても点Dの位置や辺ADの長さは

変わらないね。 

◎辺APや辺PBは時間によって長さが変わっ

ていくね。 

◎ｘ秒後の辺の長さはｘで表すことができる

んじゃないかな。 

◎APの長さはｘ，PBの長さは（14 −ｘ）で

表すことができるよね。 

 

・GeoGebraを用いて，異なる辺上を動く２点

の様子を確認し，時間の経過によって変化す

るものと変化しないものは何か尋ねること

で，正方形の辺の長さに注目し，辺の長さを

文字で表すことができないか想起できるよ

うにする。 

・ｘ秒後のAPの長さをｘｃｍと表したことで

他にもｘを用いて表すことができる辺がな

いか尋ねることで，PB もｘを用いた式で表

すことができることに気付くことができる

ようにする。 

 

展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 

３解決の見通しを持

ち，個人で解を追

究する。【個人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４解決の仮定を共有

する。【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５確認問題を解く

【個人・全体】 

 

 

 

 

 

 

 

◎正方形の辺の長さをｘで表すことができた

から△APD の面積をｘで表すことができそ

うだ。 

◎△PBDと△QCDも同様にｘで表すことがで

きそうだね。 

◎（△PQD） 

＝（正方形の面積）−（△APD） 

−（△PBQ）−（△QCD） 

と表すことができるよね。 

◎（△PQD）=74𝑐𝑚2が問題文からわかってい

るね。 

 

◎ｘ秒後のAP，BQの長さはｘ，PB，QC の

長さは（14－ｘ）と表すことができる。 

（△PQD）=142 − 1/2 × 14 ×ｘ− 1/2 ×

(14 −ｘ) ×ｘ− 1/2 × (14 −ｘ) × 14 

74 = 196 − 7ｘ− 7ｘ+ x2/2 + 7ｘ− 98 

x2 − 14ｘ+ 24 = 0 

(ｘ− 6)(ｘ− 8) = 0 

ｘ= 6, 8 

0 ≤ｘ≤ 14より，求める解は６秒後と８秒後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎三角錐の求め方は底面積×高さだよね。 

◎底面積は学習問題と同じ考え方で求められ

るかな。 

◎高さは動かないから三角錐を求めるときの

（高さ）× 1/3は動点に関係なく一定だね。 

◎底面積が分かれば三角錐の体積が分かるか

ら，底面積について考えてみよう。 

 

◎（△GPQ）= 72 − {12 × (6 −ｘ) × 1/2 +

ｘ× 2ｘ× 1/2 + (12 − 2ｘ) × 6 × 1/2} 

◎（△GPQ）= −x2 + 12ｘ 

◎（三角錐CGQP）=（△GPQ）× 1/3 × 6 

・ｘを使って表すことができる数量がないか尋

ねることで，△PQD 以外の三角形の面積を

表すことができるのではないかという見通

しを持つことができるようにする。 

 

・△PQD 以外の三角形の面積を表現できたこ

とで，新たにわかることはないか尋ねること

で，正方形の面積と三角形の面積の和が等し

いということに注目することができるよう

にする。 

 

 

・求めた解は両方とも答えになるのか尋ねるこ

とで，動点の動く範囲に注目し，ｘの変域に

ついて考えることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・今回の解決の鍵はどんなことか尋ねること

で，求める三角形以外の数量関係に着目する

ことも大切であると気づくことができるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・学習問題と何が変わったか尋ねることで，立

体になったことを確認し，高さについても注

目することができるようにする。 

・動点が動いているときに変化しないものは何

か尋ねることで，高さが一定ということに気

付くことができるようにする。 

・どの部分を高さとしてよいか尋ねることで，

垂直になっている部分を高さにすればよい

と理解することができる。 

・求めた二つの解をどちらも答えとしてよいの

か尋ねることで，変域に注目して，答えを求

めることができるようにする。 
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〈学習課題〉 

 ｘや（14‐ｘ）を用いて方程式をつくり，解決することはできないだろうか。 

△PQD以外の数量に着目し，等しい数量関

係を見出して，問題の解決ができているか

ワークシートの記述から評価する。 

〈確認問題〉 

右のような直方体があります。点Pは辺EF上を毎秒2cm

の速さでEからFまで，点Qは辺EH上を毎秒1cmの速

さでEからHまで動きます。P，Qが同時に出発するとき，

三角錐CGQPの体積が64𝑐𝑚3になるのは，出発してから

何秒後か求めなさい。  



 

 

展 
 
 
 

開 

 

 

 

 

◎64= −2x2 + 24ｘ 

◎x2 − 12ｘ+ 32 = 0 

◎(ｘ− 8)(ｘ− 4)=0 

◎ｘ= 4, 8 

0 ≤ｘ≤ 6なので求める解はｘ= 4 

 

 

 

終 
 
 
 
 
 
 

末 

６ 授業を振り返っ

て感想を書く。 

      【個人】 

◎三角形の面積から三角錐の体積を求める問

題に変わったときは驚いたが，三角形の面積

を求めたときと同じように体積のときも考

えることで求めることができた。 

◎三角錐の体積は，底面積と高さについてそれ

ぞれ分けて考えることで求めることができ

た。 

◎求めたい三角形を表すときに，ほかの三角形

の数量に注目すれば表すことができるとい

うことが理解できた。 

・授業を振り返り，分かったことや気づいたこ

とをワークシートへ記入するように促すこ

とで，求めたい数量があるときに，ほかの数

量に注目するという考え方が大切だったこ

とや，平面の面積の問題を解くときの考え方

を用いて立体の体積の問題を解くことがで

きたということを確認することができるよ

うにする。 
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８ 板書計画 

 

 

準備するもの 

・学習プリント 

・確認プリント 

・パソコン 

・プロジェクター 




